
―こぼれ話 各時代の歴史より―再 牛久 第四十六話発 見

牛
久
村
・
岡
田
村
・
奥
野
村

　

（
明
治
22
年〈
１
８
８
９
年
〉成
立
）

い
る
）
し
て
第
一
次
伊
藤
博
文
内

閣
の
内
務
大
臣
山
県
有
朋
に
提
出

し
た
。
山
県
内
務
大
臣
は
こ
れ
を

基
に『
市
町
村
制
度
』を
定
め
、
発

令
し
、
全
国
一
斉
に
町
村
の
大
合

併
が
断
行
さ
れ
て
、
明
治
22
年
４

月
１
日
を
も
っ
て
新
た
な
市
町
村

が
誕
生
し
た
。

　
わ
が
国
の
地
方
制
度
史
上
に
お

い
て
画
期
的
な
町
村
合
併
に
よ
っ

て
、
関
東
で
水
戸
と
横
浜
の
２
市

が
誕
生
し
、
全
国
で
は
31
の
市
が

初
め
て
誕
生
し
た
。
町
村
の
場
合
、

茨
城
県
で
は
30
町
２
０
０
７
村
が

『
１
市
40
町
３
３
５
村
』に
整
理
統

合
さ
れ
た
。
町
村
規
模
は
内
務
大

臣
訓
令
標
準
が
３
０
０
戸
な
い
し

５
０
０
戸
で
あ
っ
た
が
、
合
併
に

よ
る
町
村
の
平
均
規
模
は『
４
６

２
戸
・
２
７
０
０
人
』で
あ
っ
た
。

　
牛
久
村
成
立（
六
カ
村
合
併
）

　
　
牛
久
村

　
　
城
中
村

　
　
新
地
村

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
栗 

原  

功
　

た『
駅

う
ま
や

長お
さ（

の
ち
の
村
長
に
相
当
）』

が
事
務
一い
っ
さ
い
切
を
管

か
ん
し
ょ
う
掌
し
て
い
た
。
牛

久（
の
ち
の
宿
）に
は
こ
の
駅
が
設

け
ら
れ
て
い
た
。
当
時
地
名
は『
宇う

志し

久く

』の
３
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い

た
が
、
奈
良
時
代
の
和
銅
６
年（
７

１
３
年
）頃
に『
牛
久
』の
２
文
字
が

用
い
ら
れ
た
よ
う
だ
。

牛
久
村
成
立

　
明
治
22
年（
１
８
８
９
年
）に

　
　
　（
全
国
一
斉
の
大
合
併
で
）

　
明
治
新
政
府
は
、
武
家
政
権
に

お
け
る
封ほ
う
け
ん建
制
度（
幕ば

く
は
ん藩
体
制
）を

廃
止
し
、
国
家
の
近
代
化
を
急
激

に
進
め
、
そ
の
一
端
で
あ
る
地
方

制
度
の
大
改
革
も
度
々
行
わ
れ
た
。

明
治
新
政
府
が
政
治
顧
問
と
し
て

招
い
て
い
た
ド
イ
ツ
人
法
学
者
ア

ル
バ
ー
ト
・
モ
ッ
ヤ
が
明
治
19
年

（
１
８
８
６
年
）
に『
自
治
部
落
制

度
案
』を
起
草（
憲
法
も
起
草
し
て

　
牛
久
と
い
う
地
名

　
　
―
宇う

志し

久く

が
牛う

し

く久
に
―

　
飛あ

す

か鳥
時
代
に
入
る
と
、
第
36
代

孝こ
う
と
く徳
天
皇
親し

ん
せ
い政（
※
）
の
も
と
で
、
国

家
の
中
央
集
権（
大た
い
か
の化
改か

い
し
ん新
と
い

わ
れ
る
改
革
。
大
化
元
年
・
６
４

５
年
）化
が
進
め
ら
れ
た
。

※�

親
政
と
は
天
皇
が
政
治
を
行
う

こ
と
。

　
中
央
集
権
化
に
伴
い
、
都
の

難な

ん

ば波（
現
大
阪
市
）と
、
各
国
に
設

置
さ
れ
た『
国こ

く

ふ府（
の
ち
の
県
庁
に

あ
た
る
）』と
を
つ
な
ぐ
道
路
・『
駅
う
ま
や

路じ
（
国
道
）』が
建
設
さ
れ
た
。
現
在

の
牛
久
市
域
を
通
っ
て
い
た
駅
路

の
一
部
が
鎌
倉
街
道
に
な
り
、
さ
ら

に
鎌
倉
街
道
は
水
戸
道
中（
街
道
）

に
な
っ
た
。
駅
路
に
は
、
五ご

り里（
約

20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）ご
と
に『
駅
う
ま
や（
の

ち
の
宿
し
ゅ
く

で
、
役
所
が
設
置
さ
れ
、
公

用
で
旅
す
る
役
人
に
宿や
ど

や
馬
を
提

供
し
た
）』が
設
け
ら
れ
、任
命
さ
れ

牛
久
村
成
立
と
牛
久
と
い
う
地
名
の
由
来

　
　
田
宮
村

　
　
遠
山
村

　
　
庄
兵
衛
新
田
村（
一
部
）

　
新
村
名
は
、
旧
牛
久
村
が
大
村

で
そ
の
歴
史
が
最
も
古
い
と
こ
ろ

か
ら
牛
久
村
と
称
し
た
。そ
れ
ま
で

の
各
村
は
大
字
に
な
っ
た
。
例
、牛

久
村
大
字
城
中
。
尚
、牛
久
村
は
一

村（
岡
田
村
と
合
併
以
前
に
）で
昭

和
29
年
１
月
１
日
よ
り
町
制
を
布し

い
て
い
る
。

牛久村・岡田村・奥野村

の区域

引用：水戸土浦道中絵図（あびこ版）・提供�我孫子市教育委員会

水戸土浦道中（街道）絵図は土浦藩第3代藩主土屋篤直が、江戸幕府徳川第9代

将軍家重治世下の宝暦8年（1758年）に江戸から国元土浦への帰路の際にした

ためたとされている。

牛久宿絵図

※�昭和29年1月1日より同年3月31日までは吉田

虎次郎が1日制の牛久町長として在職。

歴代牛久村長

野

今回で再発見牛久の連載は終了します。ご愛読ありがとうございました。
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